
 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学部の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大学院は
研究科または専攻ごとに，人材の養成に関
する目的その他の教育研究上の目的を学則
またはこれに準ずる規則等に定めているこ
と。
◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的を踏まえて，当該大学，学部・研究科の
理念・目的を設定していること。
【約５００字】

①農学部の理念は，「農学部 2017年度教育・研究に関する年度計画
書」(2016年６月作成)（112頁）において，「１理念・目的」を掲載
している。

②農学部の目的は，学科ごとに「人材養成その他教育研究上の目
的」として学則別表９に規定している。

（２）学部の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等によっ
て，教職員・学生，受験生を含む社会一般
に対して，当該大学・学部・研究科の理
念・目的を周知・公表していること。
【約１５０字】

①「農学部 2017年度教育・研究に関する年度計画書」は，「１理
念・目的」を含め，教授会で承認しており，本学部教職員に周知さ
れている。
  また，学生については新入生ガイダンス時に農学部便覧を配付
し，さらにはクラスごとのオリエンテーションにて周知している。

② 学則別表９「人材養成その他の教育研究上の目的」は，本学ホー
ムページ上で公開しており，受験生を含む，社会一般に公表してい
る。

b ●人材養成の目的の認知状況を確認してい
ること。
【約２００字】

　2015年度に実施した「大学における学びに関するアンケート」に
よると，農学部の「人材養成その他の教育研究上の目的」の認知度
は38.1％であり，全学平均より低い比率となっており，あまり理解
されていないので，認知度を高めるための諸策が必要である。ま
た，方針を知った資料としては「シラバス」が15.9％と，設問項目
の中で１番高かった。

①「人材養成その他の
教育研究上の目的」の
認知度が全学平均より
低い比率となってお
り，あまり理解されて
いない。
②農学科では、入学時
オリエンテーション及
び新年度オリエンテー
ションにおける１回の
みの周知であった。

①入学時オリエンテー
ションや新年度オリエ
ンテーションでアナウ
ンスし，認知度を全学
の平均値まで引き上げ
る。
②農学科将来検討委員
会で周知の機会を増や
すための方策を検討す
る。

①シラバスにわかりや
すく記載するととも
に、掲示板などにも掲
示する。

（３）学部の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

①「教育・研究に関する年度計画書」は，毎年度「学部執行部」原
案を作成し，執行部（案）を「教授会」で審議承認する手続きと
なっている。2016年度は６月30日教授会で承認され決定した。

② 学則別表９「人材養成その他の教育研究上の目的」を変更する際
には，教授会審議を経て，全学の教務部委員会，学部長会，理事会
の審議承認を経て改正することとなっている。2016年度は改正して
いない。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学部として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対する姿勢
等，大学として求められる教員像を明らか
にしたうえで，当該大学，学部・研究科の
理念・目的を実現するために，学部・研究
科ごとに教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有してい
るか。
【約４００字】

① 求める教員像は，「農学部 2017年度教育・研究に関する年度計
画書」(2016年６月作成)（113頁）「３教員・教員組織」において掲
載している。

② 教員組織の編制方針は，「農学部 2017年度教育・研究に関する
年度計画書」(2016年６月作成)（113頁）「３教員・教員組織」にお
いて掲載している。

③ 学部の「求める教員像」及び「教員組織の編制方針」を明記した
「教育・研究に関する長中期計画書」を教授会で承認することによ
り，本学部教職員で共有している。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能力や資
質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令に定め
る教員の資格要件等を踏まえて，教員に求
める能力・資質等を明らかにしているこ
と。
【約１５０字】

① 専任教員の任用・昇格に関しては，明治大学教員任用規程等の大
学の定める校規に則り，学部で定めた「明治大学教員任用規程の適
用に係る農学部内規」により明確に規定している。

② 任用時の求める能力は内規第８条～第11条に，昇格については内
規第８条～第９条に規定している。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在＞
組織的な教育を実施する上において必要な
役割分担，責任の所在を明確にしているこ
と。
【約３００字】

① 役職者の責任の所在は次の通り。学部長は学部全体を統括し，教
授会の議長を務めている。学部長とともに執行部を構成する教務主
任は，カリキュラム，ＦＤ，自己点検・評価，国際交流等の学部運
営の実施責任者であり，学部内に設置されている各種委員会の委員
長を務めている。また,総合科目に係る統括を一般教育主任が担当
し，各学科の専門科目や研究室の運営等に係る統括は，学科長が担
当している。

② 教授会に常設委員会としてカリキュラム委員会を設置し，同委員
会と各学科内での長期・短期計画との協議のもとで連絡調整が行わ
れている。

③ 農場については，重要事項の決定機関である農場運営委員会の下
に農学部及び農場所属教員によって構成される農場実習分科会を設
置し，農場実習の計画等を策定している。さらに，学部長・教務主
任・学科長・一般教育主任・研究科長・学生部委員で構成される連
絡会に農場長も参加し，学部との連携を図っている。農場実習等の
フィールドサイエンス科目群は，各学科の専攻科目のなかに設置し
ている。

発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点・理由
F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

評価



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点・理由
F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
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効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

評価

（２）学部の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

◎当該大学・学部・研究科の専任教員数
が，法令（大学設置基準等）によって定め
られた必要数を満たしていること。特定の
範囲の年齢に著しく偏らないように配慮し
ていること（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※ 現在数とは，2017年５月１日現在の数
値です。

  学部の必要教員数は56名であるのに対し，2017年５月１日現在の
専任教員数は91名であり、基準を充足している。
　また，各学科の必要専任教員数は，農学科10名，農芸化学科10
名，生命科学科10名，食料環境政策学科10名であり，2017年５月１
日現在の専任教員数は農学科24名，農芸化学科24名，生命科学科22
名，食料環境政策学科21名が在籍し，基準を充足している。

　設置基準上の必要教授数と現教授数（2017年５月１日現在の教授
数，以下カッコ内は現教授数）は，学部20名（40名），農学科５名
（９名），農芸化学科５名（10名），生命科学科５名（11名），食
料環境政策科学科５名（10名）であり，基準を充足している。

教員一人あたりの学生数を収容定員ベースで25名とすることを基準
に整備することとしており，2017年５月１日現在，専任教員一人当
たりの学生数は，収容定員（2,080名）ベースでは23.9名であり，学
生現員ベース（2,251名）では25.9名である。

2018年度から収容定員
の増加に係る認可申請
を行うことから，認可
後の収容定員（2,400
名）に対する望ましい
ＳＴ比について将来構
想委員会で検討し，将
来的な教員構成のあり
方に関する答申に基づ
き，教員任用計画を策
定する。

ｂ◎『教員組織の編制方針』と教員組織の編
制実態は整合性がとれているか。
【６００～８００字】

　教員組織の編制実態について，担当授業時間数の資格別平均は教
授16.2時間，准教授16.7時間，専任講師13.8時間，助教6.0時間と
なっており（大学院の授業担当数を含む），責任担当時間である教
授の10時間，准教授の８時間，専任講師の6時間を大幅に上回ってい
る。

①教員が責任担当授業
時間を大幅に上回るコ
マ数を担当しているた
め、研究時間の確保が
難しい状態になってい
る。
②農場教員の専任化を
進めて、継続的な農場
実習を行う必要があ
る。

①兼任教員の雇用に
よって、専任教員のコ
マ数負担を減らし、研
究時間の確保をする。
②責任担当時間を上回
る講義数を担当してい
る教員には、兼任教員
の配置などの措置を講
ずる。

①大学法人との調整に
よりコマ数を徐々に減
らすようにする。特に
准教授・専任講師のコ
マ数を減らすように求
める。
②農場教員の専任化を
進めて、継続的な農場
実習を行う必要があ
る。
　責任担当時間を上回
る講義数を担当してい
る教員には、兼任教員
の配置、専任教員の増
員などの措置を講ず
る。

a



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述
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　学部開設科目総数に占める専任教員の担当科目比率（専兼比率）
は，専門教育の約９割 を専任教員が担当しており，自由科目におい
て兼任講師による多様な講義が行われている。専兼比率は約65％で
あるが，カリキュラムの見直しによって，年々専任教員の担当比率
は高まっている。また，農学部では，人類にとって重要な食料資源
である動植物・微生物を対象とした生命科学，環境科学，食料科学
及び社会科学など幅広い学理を明らかにすることを教育理念として
掲げていることから，専任教員数85名のうち，74名は専門科目担当
者であり，その比率は87％である。

　教育の国際化を推進するために任期付き専任教員を２名（教授２
名）を任用している。１名は，英語を母語とする教員で，もう１名
は国際機関における勤務経験が豊富な教員である。
  農学部の農場実習の担当に加えて，黒川農場における特色ある教
育・研究を推進するために，農場に研究室を有している専任教員２
名の他に任期付き専任教員を４名（教授３名，講師１名）を任用し
ている。
  客員教員を３名（教授３名）を任用し，農業マスコミ論，環境緑
化学及び農場実習を担当している。

国際化の推進と専門科
目での英語教育を充実
させるため、英語を母
国語とする教員1名の
専任化を行なうこと
で、小規模ではある
が、少人数によるオー
ラル・コミュニケー
ションを中心としたア
クティブラーニングが
実践できた。

今後の教員採用におい
ては英語力や海外での
研究教育活動の経歴を
重視していく。

教員組織を検証する仕組みの整備

c ●教員組織の適切性を検証するにあたり，
責任主体・組織，権限，手続を明確にして
いるか。また，その検証プロセスを適切に
機能させ，改善につなげているか。
【６００～８００字】

　教員組織の検証プロセスは，学部長・教務主任・学科長・一般教
育主任で構成される連絡協議会で検討の上，毎年度６月に「教育・
研究に関する年度計画書」において教員・教育組織に関する長中期
計画を策定し，教授会で決定している。また翌年１月に学長から示
される「教員任用計画の基本方針」に従い，連絡協議会の議を経
て，「学部教員任用計画」を策定している。「年度計画書」の策定
にあたっては，自己点検・評価結果を参考としながら教員・教員組
織を検証し，その編制方針の見直しを行っている。さらに「学部教
員任用計画」の策定にあたっては，学部の将来構想や必要な授業科
目の検証と合わせて，補充・増員すべき教員の主要科目，資格を検
証し，教員・教員組織の検証を行っている。検証の結果は「学部教
員任用計画書」として，学長に提出される。
　2016年度は自己評価の結果，国際化の推進のために英語のネイ
ティブスピーカーの教員の確保という課題があったため，英語によ
る専門科目の講義等を担当できる外国籍の教員１名を専任准教授と
して採用した。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
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由
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評価

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，基準，
手続を明文化し，その適切性・透明性を担
保するよう，取り組んでいるか。
【４００字】

① 教員の任用に際しては，学部で定めた「明治大学教員任用規程の
適用に係る農学部内規」に従い，審査を行う。
　教員の昇格に際しても，学部で定めた「明治大学教員任用規程の
適用に係る農学部内規」により，基準を明文化している。
 なお，農場教員については，豊富な研究実績とともに，農作業の実
務能力を採用の基本基準とし，「農場における教員の任用に関する
内規」に基づいて決定する。

② 2016年度には専任教員11名（教授１名，准教授２名，専任講師５
名，助教２名，特任講師１名）を任用し，３名（准教授から教授１
名，専任講師から准教授２名）の昇格を行った。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適切に評価
し，教育・研究活動の活性化に努めている
か。
【４００字】

① 教育活動の業績評価について，授業評価アンケートを用いた教育
評価を行っている。

② 研究活動の業績評価について，「農学部研究報告」を発行してい
る。この紀要は学内のみならず学外・海外の関連機関へ送付してお
り,研究業績の積極的な公開と研究活動への主体的な取り組みを促す
環境を提供している。

③ 総合的な業績評価として，教育研究活動の様子や学外表彰の
ニュース等は適宜，明治大学ホームページに掲載し，成果の公表を
行っている。

④ 科学研究費に関して，過去３か年の採択率は21.6％であり，2016
年度新規採択は９件である（表59）。同補助金額は2016年度に6,041
万円であり，前年度から減額している（表58）。また，特許登録件
数は５件，発明届件数８件である（表66）。

①学外表彰等を受けた
際の全学への連絡は徹
底しており、大学ホー
ムページや広報誌への
掲載を介して、世間に
広く成果を公表できる
ようになった。
②農学科では授業評価
アンケートの結果を用
いて、教育に貢献した
教員を表彰するための
規約を2作り，現在，
2016年度の授業評価の
アンケートを基に表彰
する教員の選定を行っ
ている。

①授業評価アンケート
は行っているものの、
具体的なフィードバッ
クがなされていない。
②2016年度は１号しか
刊行されなかった。
④科学研究費の補助金
額は2016年度は6,041
万円であり，前年度の
7,170万円から減額し
ているため，外部研究
資金獲得に向けた教員
間の共同研究を促す方
策を講ずる。

①学生が学会や研究会
に積極的に参加できる
ように、削減という後
向き方向ではなく,金
銭面での支援体制をさ
らに充実し、研究意欲
を喚起する。
②2017年度中に授業評
価アンケートによる効
果的な評価法を確立す
る。

①授業評価アンケート
から抽出できるデータ
を用い、ＦＤ委員会内
で具体的な対策を練
る。
②農研報を卒論や修論
などの内容を著作論文
として発表する教育的
な場とする。
④外部資金未申請教員
に対して,研究内容を
申請書に書き上げる段
階で緊密な打合せをし
て申請内容の向上を図
るためのメンター制度
を設ける。

①毎年開講される同講
義のアンケート結果を
プールして、教員が随
時閲覧できるシステム
を構築し、年ごとに自
己点検を実施する。
②農研報の印刷物の他
機関への送付に加えて
インターネット上に論
文を直ぐに公開する他
トムソン・ロイターな
どのデータベースに登
録して外部からのアク
セス性の向上に務め
る。
④科研費等の外部資金
獲得に向けて、研究知
財事務室と更に連携を
強化し、将来性のある
研究分野に対して教員
間の共同研究を促すな
ど,積極的な研究費獲
得に向けて取り組む。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点・理由
F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

評価

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

ｂ●教育研究，その他の諸活動（※）に関す
る教員の資質向上を図るための研修等を恒
常的かつ適切に行っているか。
※社会貢献，管理業務などを含む『教員』
の資質向上のための活動を指します。
※『授業』の改善を意図した取組みについ
ては，「基準４」（３）教育方法で評価す
る。
【６００～８００字】

① 新授業時間割に対応したシラバス作成の講習会，68名，シラバス
の改善

②「授業における教育効果を高めるための工夫（アクティブ・ラー
ニング等）事例集」を用いた授業改善のための研修会，65名，アク
ティブ・ラーニングによる授業運営の理解

③ コンプライアンス教育の受講と誓約書の提出，2016年度の教員数
88名（専任・特任・客員・助教）のうち，88名全員が受講の上で誓
約書を提出し，研究倫理教育は86名が受講完了，研究倫理の理解

④ 安全教育講習会（テーマ：薬品講習・高圧ガス講習・エックス線
講習），のべ939名，安全意識の向上

⑤ 避難訓練・防災訓練，９月：249名・284名，10月1,268名，防災
意識の向上

⑥ ＡＥＤ講習会，17名，救命講習

①全教員がコンプライ
アンス教育を受講する
など、研究倫理に対す
る意識の高さが伺え
る。安全教育講習会や
避難訓練の参加者が増
加しており、安全や防
災に対する意識も高
い。
②アクティブラーニン
グによる授業運営の理
解が進んだ。

①新授業時間割での初
年度対応を経ることで
見えてきた改善点や反
省点を活かし、更なる
教育改善を行う。安全
教育については、講義
回数の増加や上級クラ
ス等を設置するなどし
て、安全教育の裾野を
広げると共に、質を高
める。
②アクティブラーニン
グによる授業運営を具
現化する。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究科ごと
に，課程修了にあたって修得しておくべき
学習成果，その達成のための諸要件（卒業
要件・修了要件）等を明確にした学位授与
方針を設定していること。
【約８００字】

① 教育目標として学則別表９に「人材養成その他の教育研究上の目
的」を定めている。

② 課程修了にあたって修得しておくべき学習成果と，その達成のた
めの諸要件を明確にした「学位授与方針」を，目指すべき人材像，
具体的到達目標として教授会において学科別に定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を可能と
するために，教育内容，教育方法などに関
する基本的な考え方をまとめた教育課程の
編成・実施方針を，学部・研究科ごとに設
定していること。
【約６００字】

　学位授与方針に示した修得すべき成果を達成するため，教育課程
の編成理念と，教育課程の編成方針を明らかにした「教育課程編
成・実施方針」を教授会において定めている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等によっ
て，教職員・学生ならびに受験生を含む社
会一般に対して，学位授与方針，教育課程
の編成・実施方針を周知・公表しているこ
と。
【約１５０字】

① 教職員については農学部便覧（８～10頁）で公開している。ま
た，各種方針は年度計画書に記載する形で，自己点検・評価委員会
にて審議・検討し，さらに学科会議を通じて全教員に周知徹底され
ている。

② 学生についても農学部便覧（８～10頁）で公開している。新入生
に対しては,新年度開始時に実施されるガイダンスの際に配付し，教
職員より内容の説明を行っている。

③ 社会一般へは，学部ホームページにおいて教育目標・学位授与方
針・教育課程の編成・実施方針を掲載し公表している。

b ●教育目標，学位授与方針および教育課程
の編成・実施方針の認知状況を確認してい
ること。
【約２００字】

  「明治大学における学びに関するアンケート」では，ＤＰやＣＰ
の認知度は27.8％であり，全学平均からも低い比率となっており，
あまり理解されていない。また，これらを知る機会としては，シラ
バス・大学ホームページ・便覧の順であった。

①ＤＰ，ＣＰの認知度
を全学平均にまで上げ
る必要がある。

①入学時オリエンテー
ションや新年度オリエ
ンテーションでアナウ
ンスする。

①シラバスにわかりや
すく記載するととも
に、掲示板などにも掲
示する。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教育課程
の編成・実施方針の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続を明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

　教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性
については，毎年度，「自己点検・評価」の結果を基に，「教育・
研究に関する長期・中期計画書」の作成時に，「学部執行部」によ
り検証している。また，農学部には各学科のカリキュラム改編・授
業計画・履修・成績の取り扱いに関して「カリキュラム委員会」が
あり，教育課程編成・実施方針の検証結果に基づき，カリキュラム
の改訂を行っている。
　2016年度については，カリキュラムの改訂時にＣＰの見直しを行
い，その文言の一部を改正した。見直しに際しては，執行部・学科
長・一般教育主任等から構成する「連絡会」を通じて検討を依頼
し，その検討結果を取り纏めた原案を「教授会」で承認して改正し
た。

農学科では将来検討員
会において、カリキュ
ラム及びＤＰ・ＣＰに
ついての議論を定期的
に実施している。

特定の学科だけでな
く、すべての学科にお
いて、カリキュラムに
ついての恒常的な議論
の場を設ける。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開設し
ていること。
【３００字程度】

① 農学部は，「人類の永続性を追求する」ために不可欠である食料
や環境の問題を解決する人材の育成を目的とし，「食料生産と環
境」の調和を自然科学と科学技術の視点から追求する農学科・農芸
化学科と生命科学科の自然科学系３学科と，経済学に代表される社
会科学的な視点から問題を把握し，具体的な解決方向を提案するこ
とを目指す食料環境政策学科を設置し，科学的手法の異なる特色あ
る諸学科による文理融合型の総合教育を進めている。

② 農学科には「日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）教育プログ
ラム」として「食糧生産・環境コース」が設置されている。

③ 本学部の2017年度における総開設授業科目は416科目であり，内
訳は教養科目42科目，外国語科目33科目，専門教育科目337科目であ
る。専門科目は，さらに基礎科目，演習科目，研究科目，講義科目
（自由科目）に分類されている。

b ●ＣＰに基づき，必修科目を開設している
こと。
【２００字～４００字程度】

 農学科では，「食糧生産・環境コース」の技術者倫理及び文献調
査・特別研究（卒論）を必修科目とし，食糧生産や緑地などの環境
保全と創生分野の知識・技術の修得を行っている。農芸化学科で
は，必修科目７科目のほかに選択必修科目８科目を設置し，そのう
ち６科目以上の修得を義務づけ，生物，食品，環境分野での調査，
研究を行っている。生命科学科では，各専門に共通性の高い基礎科
目（13科目）については体系的な知識を習得する必要性から選択必
修科目とし，そのうち10科目以上の修得を義務付け，生命活動を分
子・遺伝子レベルから理解・研究することを目指している。食料環
境政策学科では，専攻基礎科目のうちの７科目を必修科目とし，食
料・環境問題について社会科学的側面から研究・考察を行ってい
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

c ◎幅広く深い教養及び総合的な判断力を培
い，豊かな人間性を涵養する教育課程が編
成されていること。
【２００字～４００字程度】

① 開設総授業科目数に占める教養科目の割合は，416科目中70科目
で16.8％である。卒業要件単位数に占める教養系科目の必要単位数
は124単位中21単位以上を選択必修とし，その割合は16.9％である。
教養科目は「総合科目」として設置している。これは学科の枠を越
えて農学部全体にまたがる科目であり，各学科それぞれに設置され
ている専門科目の集まりである専攻科目と対をなしている。「総合
科目」は，人文科学系，社会科学系，自然科学系の科目を包括して
おり，自然科学系３学科の学生は人文科学系科目及び社会科学系科
目から最低４単位ずつ，食料環境政策学科の学生は人文科学系科目
及び自然科学系科目から最低４単位ずつを修得しなければならず，
広い視野を持ち，柔軟な思考ができる人材を育成する体制が整って
いる。

② 教養科目の設置について，総合科目ゼミナール（サブ・ゼミナー
ル），同ゼミナール論文を設置し，各学科卒論関係科目との重複履
修を認めている。
農学部に設置されている「農場実習」は全学科共通の基本的導入教
育と位置づけられ，「実地を重視し，実地を通じて理解を深め，研
究をすすめていく」という農学の基本的性格を，早い時期に，しか
も具体的に展開・経験できるよう１年次に配当されている。

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

d ●教育課程の編成実施方針に基づいた教育
課程や教育内容の適切性を明確に示してい
るか。（学生の順次的・体系的な履修への
配慮）
【約４００字】

　順次的・体系的な履修への配慮として，履修モデルで明示してい
るように，農芸化学科では「農芸化学」，生命科学科では「生命科
学入門」，食料環境政策学科では「食料環境政策学を学ぶＡ，
Ｂ」，「基礎ゼミ」などの導入教育科目を設置し，各専門分野の科
学的及び社会的意義を理解するとともに，その基礎となる科目への
履修意欲を引き出すこととしている。
　さらに，農学部及び各学科の教育目標に対する到達目標について
理解が深まるよう，便覧には各学科の教育目標と専攻科目群のカリ
キュラムの特徴を明記している。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

e ●教育課程の適切性を検証するにあたり，
責任主体・組織，権限，手続を明確にして
いるか。また，その検証プロセスを適切に
機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

① 教育課程の適切性の検証については，「カリキュラム委員会」に
おいて学部全体のバランスや整合性を検証しつつ運用している。

② カリキュラム委員会は議題に応じて年に数回開催されるもので，
2016年度は６回開催した。カリキュラムはカリキュラム委員会での
検証・検討を踏まえ，４年に１回程度改正されているが，2017年度
改正に向け，ＣＰと照らし合わせた科目新設・廃止・読み替えを
行った。
　また，国際化推進のため，第一外国語の選択必修を２単位から４
単位に引き上げ，加えて，留学認定科目を各学科及び総合科目に新
設した。
　さらに「農場関係科目群」を「フィールドサイエンス科目群」に
名称変更し，今後の国際関連科目の設置に備えた。

③農芸化学科では，選択必修科目を幅広く履修させる目的で，2017
年度カリキュラムから選択必修科目の必修化を行った。さらに，教
育内容のさらなる充実を目的として，必修科目を担当する教員の人
数を増やし，必修科目のシラバス記載内容を学科全教員で確認し
た。

④「大学における学びに関するアンケート」を行った。

農学科において、2016
年度に新設した1年生
対象の「農学基礎実
験」は、基礎的な実
験・調査方法等につい
て学習する導入科目で
あり、2017年度春学期
の受講者が自由選択科
目であるにもかかわら
ず100%であった。

「農学基礎実験」にお
いては、授業の実施結
果を基に、更なる充実
した実験実習を遂行す
るために内容の充実を
図る。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●学部の特色，長所となるプログラムが編
成されているか。
【２００字～４００字程度】

卒業研究を実施する研究室への配属は，冊子「研究室案内」を毎年
作成して,研究課題について十分に学生に周知し，学生の興味・希望
に添えることを重視している。また，いずれの学科も教員研究室に
隣接して実験・実習室が設置され，個々の学生に寄り添った緊密な
指導が行われている。また早い時期から大学院課程での高度な専門
知識を得ることで，研究への意欲を高めるために，進学予定者は４
年次に大学院博士前期課程の科目を一部履修することができる。
　農学部の特色ある教育課程，教育内容として，実地を通じて具体
的に経験し，理解を深めていくという農学教育の実践は，教育指導
上大変有効である。大学付属「黒川農場」にて実際に作業を通して
植物栽培の基礎を身に付け，農業生産の意味を理解する「農場実
習」の他，各種の実験，実習，１週間程度農家に滞在して農作業を
体験する「ファームステイ研修」を行っている。ファームステイ研
修については2016年度は10箇所の研修地が設けられ，115名(79.9%)
の学生が参加した。

学部間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●学部の特色，長所となる国際化プログラ
ムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】

① 学部間協定（長期留学プログラム，単位互換留学）
 協定先：ハワイ大学マノア校熱帯農学・人的資源学部（アメリ
カ），カセサート大学カンペンセン校農学部（タイ），シーナカリ
ンウィロート大学経済公共政策学部（タイ），シーナカリンウィ
ロート大学農産物革新・技術学部（タイ），チュラロンコン大学理
学部（タイ），国立屏東科技大学農学部（台湾），国立屏東科技大
学工学部（台湾）
派遣実績
・「カセサート大学カンペンセン校農学部（タイ）」
　　2013年度２名，2014年度２名
・「ハワイ大学マノア校熱帯農学・人的資源学部（米国）」
　　2015年度１名, 2016年度１名
・「シーナカリンウィロート大学（タイ）」
　　2015年度１名，2016年度１名
・「チュラロンコン大学理学部（タイ）」
    2016年度１名

② 農学部独自の短期留学プログラム（「国際農業文化理解」）
・2013年度「タイ（８日間プログラム）」
　2013年度28名，2014年度９名，2015年度８名，2016年度13名

③ 食料環境政策学科「海外農業体験」，中国山東省での実習（日系
の大規模農企業における多様な農作業の体験や現地農業者との交
流），2014年度履修者21名, 2015年度17名，2016年度21名

④生命科学科独自の短期留学（国際農業文化理解プレプログラム）
・2016年「ミシガン州立大学（17日間プログラム）」８名参加

①当該年度、生命科学
科国際農業文化理解プ
レプログラムとして、
ミシガン州立大学の短
期留学プログラムを実
施し，語学の修得に加
え，海外の農業問題に
関する理解を深めさせ
るなど、農学部にあっ
たプログラムを組むこ
とができた。
②協定校への留学は毎
年一定数が参加してい
る。短期留学プログラ
ムの参加者も増加傾向
にあり、学生の国際化
の意識も高くなってお
り,これらのプログラ
ムへの一定の効果は得
られていることが伺え
る。

①ミシガン州立大学の
短期留学プログラム
は、今後、学部の国際
農業文化理解プログラ
ムとして実施する。
②2016年度に生命科学
科で単独開催された短
期留学プログラムは好
評で、定員数を満たし
ての参加であったこと
から、次年度以降は学
部全体での開催が期待
される。今後は,アジ
ア以外の国（アメリカ
やヨーロッパなど）で
の開催の増加や、テー
マの異なるプログラム
（生物学寄りの内容
や、英語のスキルアッ
プを主体としたもの
等）などの立ち上げも
検討していく必要があ
ると思われる。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達成する
ために必要となる授業の形態を明らかにし
ていること。
【約２００字】

①「講義科目」は，各学科とも，導入教育科目を設置している。導
入教育科目は，農芸化学科では「農芸化学」，生命科学科では「生
命科学入門」，食料環境政策学科では「食料環境政策学を学ぶＡ，
Ｂ」，「基礎ゼミ」などで，各専門分野の科学的および社会的意義
を理解するとともに，その基礎となる科目への履修意欲を引き出す
こととしている。

③ 実習科目(農場実習・ファームステイ研修除く）履修者は１年生
延べ644名(在籍者533名），２年生394名（在籍者576名），３年生
417名（在籍者569名），４年生399名（在籍者620名），ファームス
テイ研修履修者は２年生115名（食料環境政策学科在籍者144名）で
あり，これらの履修比率はきわめて高い。なお，実験・実習科目
は，そのほとんどを専任教員が担当している。
　特に付属農場で実施する「農場実習」は，農学部の学生が実地を
理解するうえで貴重な授業形態である。2016年度　履修者数，農学
科117名，農芸化学科135名，生命科学科103名，食料環境政策学科
113名，１年生の86.7％が履修。実習期間は，春学期グループ（４月
11日～７月８日）と秋学期グループ（９月22日～12月16日）に加え
て，夏期集中型，通年型に分けて行っている。　食料環境政策学科
「ファームステイ研修」，「海外農業体験」も実施している。

④ 2016年度実験科目履修者，農学科・農芸化学科・生命科学科１年
生延べ1,027名（在籍者396名），２年生1,209名（在籍者432名）

履修科目登録の上限設定，学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

b ◎１年間の履修科目登録の上限を50単位未
満に設定していること。これに相当しない
場合，単位の実質化を図る相応の措置が取
られていること。（学部）
【約２００字】

① 各学年での新規履修単位数は40単位以内である。なお，2014年度
より再履修を含めた履修制限単位数を，49単位以内に定めた。ただ
し，履修制限単位には実験，実習，演習，卒論関係科目，ゼミナー
ル，セミナール論文および卒業要件単位外科目を含めていない。

② 各年次の平均履修単位数は，１年次43.8単位，２年次44.9単位，
３年次46.1単位，４年次17.6単位である。１年次から３年次につい
て，46単位を超えて履修している学生の割合は，37.8％である。こ
れは，卒業要件外科目（教職に関する科目や，学部間共通外国語な
ど）の履修を行っているためである。

③ 進級条件の設定は，１年次から２年次へは「１年次修了時におい
て，卒業要件単位10単位以上修得」である。2012年度カリキュラム
改定で，２年次から３年次への進級条件を「２年次修了時におい
て，卒業要件単位60単位以上修得」とした。また，研究室入室条件
となる修得単位数を各学科で設定し，厳格に運用している。

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習指導
（オフィスアワーなど）の工夫について，
また学習状況の実態調査の実施や学習ポー
トフォリオの活用等による学習実態の把握
について工夫しているか。
【約２００字～４００字】

① 農学科では新入生全員に「学習・教育目標達成度評価表」を配布
し，１・２年次は学期ごとの単位取得状況を記入し，学級担任に提
出するよう指導している。また，食糧生産・環境コースを選択した
学生には「学習・教育目標達成度評価表」に加えて「卒業研究実施
記録」の記入が義務付けられており，自ら学習について振り返るこ
とができ，研究室での学習指導にも利用されている。

② 学習指導としては，農学部研究室案内において各教員のオフィス
アワーまたはメールアドレスを示し，学生の履修指導に役立ててい
る。また，４月の学習指導期間に，主に成績不良者（基準：既修得
単位数が２年生は26単位未満，３年生は60単位未満，４年生は90単
位未満）に対して面談を含む指導を行っている。

③ 授業の出席等は個々の教員に委ねられており，学習ポートフォリ
オ等を活用した組織的な学習実態の把握は行っていない。

④「明治大学における学びに関するアンケート」設問17では，ガイ
ダンスや履修指導の満足度が70.6％と全体平均（73.3%)よりやや低
い。

農学科では、「学習・
教育目標達成度評価
表」を学生と担任教員
がやりとりを実施する
ことにより、個別の指
導が可能となった。

成績表などでは見えな
い部分で、支援が必要
と思われる学生の抽出
ができていない。

「学習・教育目標達成
度評価表」内の目標Ｇ
ＰＡ・達成度・自己評
価欄を利用した指導を
実施する。

取得単位だけではな
く、ＧＰＡを参考に成
績下位10％の学生の学
習指導を積極的に行う
などの踏み込んだ対策
を行っていく。

卒業研究などで配属さ
れた担当教員からも
個々の学生の学習・生
活態度に問題がないか
などを抽出するシステ
ムを構築し、支援体制
を強化する。

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援，ＴＡの採用，授業方法の工夫等）

d ●各授業科目において，学生の主体的な学
びを促す教育（授業及び授業時間外の学
習）方法を採用しているか。
【約４００字】

＜ＴＡの活用＞
○実験・実習科目には，学生が安全かつ主体的に実験・実習を進め
られるよう１科目について複数のＴＡを採用している。2016年度は
143名のＴＡを採用した。
準備や実習ならびにレポート指導等にＴＡを活用し成果を挙げてい
る。
○専門性の高い「バイオインフォマティクス入門」および「バイオ
インフォマテイクス」でも，パソコンを使用しながら実習に近い形
で教育を行っている。
＜その他＞
○「農場実習」，学生20人に1人の教員・職員を配備
○農学科：定期試験の答案を返却，自分で習熟度を確認し，主体的
に学習に取り組む仕組みになっている。

①ＴＡがうまく活用さ
れており、実験実習科
目が充実している。
②農学科では、留学生
への学習支援を目的と
して、チューター制度
を採用している。留学
生1名に対してクラス
メイトの学生1名を付
け、週に2時間程度、
授業内容や生活全体に
関する質問に対応して
いる。

①現状よりもTA数を増
やすことによって、学
習効果が上がる可能性
がある。しかしなが
ら、TAとなる大学院生
数の確保が難しい点も
あり、これ以上のＴＡ
による学習効果上昇は
期待できない可能性が
ある。今後、ＴＡに代
わる学習効果上昇法を
模索する必要がある。
②チューター および
留学生と担任教員が面
接をおこない、留学生
におけるより充実した
対応を実施する。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内容・方
法，1年間の授業計画，成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを，統一した
書式を用いて作成し，かつ，学生があらか
じめこれを知ることができる状態にしてい
ること。
【約３００字】

① 全学部統一様式のシラバス作成を全教員に依頼し，半期15週の枠
組みにおいて各回の講義内容を個別に記載し，Oh-o!Meijiシステム
上でも閲覧可能となっている。

② シラバスは2014年度より全面的にＷＥＢシラバスを活用し，教員
が授業を進める中で更新したものを学生が常にＷＥＢ上で確認でき
るようにし，明治大学教育支援システム（Oh-o! Meijiシステム）の
活用を促進した。定期試験や授業中の小試験等の比重など，具体的
な成績評価基準をすべての科目に明記している。なお，農学科で
は，各科目とＪＡＢＥＥの求める基準を達成する学習・教育目標と
の関係をシラバス及びガイダンス資料において明示している。

ｂ●シラバスと授業方法・内容は整合してい
るか（整合性，シラバスの到達目標の達成
度の調査，学習実態の把握）。
【約４００字】

　シラバスの到達目標の達成度について，毎学期に実施している授
業改善アンケート「シラバスに示されていた学習目標，内容と合致
していましたか」について，2016年度春学期及び秋学期の調査では
それぞれ72.8％，74.9％であった。また，「指定された教科書等は
授業を理解するうえで適切でしたか」について，同比率はそれぞれ
52.5％，57.2％であった。

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学修が行
われるシラバスとなるよう，また，シラバ
スに基づいた授業を展開するため，明確な
責任体制のもと，恒常的にかつ適切に検証
を行い，改善につなげているか。
【約４００字】

① シラバスの内容や教科書の選択と実際の授業運営状況の適切性に
ついては，「カリキュラム委員会」でシラバスに基づいた授業運営
上の問題点などの報告を受け，次年度に向けた改善を講じられるよ
うな体制を整えている。

② シラバスに基づいた授業展開がなされているかについては，授業
改善アンケートの内容をもって確認している。またシラバスの内容
については，「ＦＤ委員会」の指示のもと事務担当者にて点検を行
い，必要に応じて担当教員に確認を依頼している。

③「大学における学びに関するアンケート」では，「１週間の授業
外学習時間」は，30.2％が１時間未満であり，単位制度の想定する
時間数を下回っている学生層が一定数存在する。また，「科目の予
習・復習を行う時」にシラバスを参照する学生は，43.7％であるこ
とを考え合わせると，事前・事後学習に関する指示が不明瞭である
ことが窺われる。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮し，単位
制度の趣旨に沿って単位を設定しているこ
と。（成績基準の明示，（研究科）修士・
博士学位請求論文の審査体制）
【約２００字】

① 成績評価についてはＧＰＡ制度を導入しており，基準については
便覧に明記している。

② 成績分布に関して，４学科の平均ＧＰＡは，農学科2.61，農芸化
学科2.69，生命科学科2.66，食料環境政策学科2.53となっており，
学科間でのばらつきはわずかである。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図ることを目
的とした，組織的な研修・研究の機会を設
けていること。
【約４００字】

○英語担当教員
　入試制度の多様化により，入学者の第一外国語（英語）の学力差
が拡大している。この問題に対応するため，第一外国語（英語）に
おいては，習熟度別クラス編成を行い，学力に応じた授業による学
習意欲の向上を図っている。
○ＦＤ委員会
　2017年度から全学として「新たな授業時間割の導入」により90分
授業から100分授業へ変更する。この変更による授業への影響や10分
増で出来る活動や授業手法を，他大学の例を紹介しながら説明し，
来年度の授業改善への活用を促した。
○学習支援委員会・カリキュラム委員会
　両委員会で検討し，2015年度は，修学意欲を上げるために修学指
導基準単位を見直し。2016年度から各学年の基準単位を引き上げ
て，指導を手厚くすることにした。

農学科では、2017年度より初等教育の充実を図るために、導入科目
における概論を入門という名称に変更し、導入科目のわかりやすさ
を目指した改定をおこなった。
農学科では、2017年度より一つの主要科目を変更し、「環境気象
学」を立ち上げた。これは食料と環境の橋渡しとなる研究分野であ
り、農学科の教育研究の発展に貢献するものである。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

ｂ●授業アンケートを活用して教育課程や教
育内容・方法を改善しているか。
【約４００字】

○授業改善アンケート
全教員が１科目以上の授業改善アンケートを無記名で実施すること
を制度化し，その結果を担当教員にフィードバックし，学生の率直
な授業評価を授業改善に活用できるようにした。
　＜2016年度アンケート実績＞
春学期対象コマ数471，実施コマ数134（実施率28.5%）
秋学期対象コマ数438，実施コマ数118（実施率26.9%）

「授業改善アンケート」の実施率を資格別にみると教授56.4%,42.5%
准教授62.1%,72.4%専任講師78.6%,76.9%であった。（表29,春学期・
秋学期の順）

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るための責
任主体・組織，権限，手続プロセスを適切
に機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

　教育内容・方法の検証・検討については，最初に各学科及び一般
教育において実施され，その検討結果を受けてカリキュラム委員会
で取りまとめ（教育成果も含めて）を行っている。
　「農場実習」については，実習終了後の「農場運営委員会」にお
いて，「授業改善アンケート」を実施し，これに加えて「学生感想
文」を提出させ，実習の改善に反映させている。さらに，実習計画
と実習終了後の報告書及び学生の実習感想文をまとめ，農学部の関
係科長に「農場実習学科別報告書」を提出し，次年度の実習の改善
を検討している。報告書には学科ごとにカリキュラムや実習内容の
留意点，担当教員の所感，問題点・課題について記載している。
　また，「明治大学における学びに関するアンケート」では，授業
形態・方法の満足度を調査しており，満足の割合が，「実習・実験
を行う授業」が81.0％，「ＴＡ等の教育補助者の支援のある授業」
が73.8％と高いため，対象授業の増加の方策について検討する。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

b ●学位授与にあたって重要な科目（基礎
的・専門的知識を総合的に活かして学習の
最終成果とする科目，卒業論文や演習科目
など）の実施状況。

●学習成果の「見える化」（アンケート，
ポートフォリオ等）に留意しているか。
【約４００字】

① 学位授与にあたり，学習の成果として重視する科目として，卒業
論文があり，学科あるいは研究室単位で報告会を実施し，組織的に
教育成果を検証している。

② 学習成果の可視化に留意している事項として，学外での学生の活
動がある。
・関東畜産学会第71回大会において農学科４年生が優秀発表賞を受
賞
・第51回地盤工学研究発表会で農芸化学科４年生が優秀論文発表者
賞を受賞
・27回ヤンマー学生懸賞論文・作文募集事業において食料環境政策
学科３年生が「論文の部」で優秀賞を受賞
などの実績があった。

●学位授与率，修業年限内卒業率の状況   2016年度の学部の学位授与率は90.4％であった。
　学科ごとの割合については，農学科は87.4％，農芸化学科は
92.9％，生命科学科は90.8％，食料環境政策学科は91.0％であっ
た。
　また，標準修業年限内卒業率は，88.4％であった。

●卒業生の進路実績と教育目標（人材像）
の整合性があるか。

　卒業生の進路実績は就職者433名，進学者105名．就職率は75.0％
である。農学部の特徴を生かして食品関係企業や流通関係企業の比
率が相対的に高くなっており，教育目標と整合性が取れている。農
芸化学科では，食品衛生監視員などの任用資格に関して関係省庁に
資格要件等を再確認し，2016年度から学生便覧に記載して学生への
周知を行っている。(農芸化学科）？生命科学科では，毎年２～３割
の学生が大学院へ進学しており（→全学科の情報を記載してはどう
か？），学生への周知を行っている。生命科学科では，毎年２～３
割の学生が大学院へ進学しており，幅広い基礎的科目の取得から順
次性のある専門科目教育，さらには２年間を通した卒論関連科目で
の卒業研究により，より高度な学習・研究への意欲を持った学生を
輩出している。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

根
拠
資
料

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

c ●学生の自己評価，卒業後の評価（就職先
の評価，卒業生評価）を実施しているか。
【約４００字～６００字】

学生の自己評価について，「農場実習」は「学生のアンケート」や
「感想文」により，一貫した作物生育を体験できた成果を確認して
いる。
 

2017年度より農学部短
期留学プログラムにミ
シガン州立大学とカリ
フォルニア大学デイビ
ス校が追加された。こ
れにより外国語の運用
能力とリーダーシップ
を発揮する機会が増え
た。
また,ＴＯＥＦＬ、Ｔ

ＯＥＩＣ®の受験料を助
成し、学生の受験機会
を増やした。

農学部短期留学プログ
ラム参加者の増加とＴ

ＯＥＦＬ、ＴＯＥＩＣ®

の受験者の増加を図る
必要がある。

農学部短期留学プログ
ラムの単位化を検討す
る。

農学部短期留学プログ
ラム内容の充実を継続
的に行う。

●学生の自己評価を実施しているか。
【各約３００字】

　毎学期に実施している授業改善アンケートにおいて，学生の授業
に対する達成度を２つの調査項目から学生（全学）の満足度を図っ
ている。「この授業で新しい知識や考え方を得ることができました
か」について，2016年度春学期及び秋学期の調査ではそれぞれ
73.1％，72.8％であった。また，「あなたのこの授業に対する自己
採点は何点ですか」について，同比率はそれぞれ62.0％，61.5％で
あった。

「明治大学における学びに関するアンケート」では，学習成果の自
己評価を調査しており，「入学して，自分自身が成長したか」の項
目について，成長または少し成長した，の割合が約82.5％であるた
め，学生は成長を自覚していることが読み取れる。なお，問21に関
連し，本学部のＤＰに定める具体的到達目標として定める項目であ
る「専攻分野の専門知識」「教養としての知識」は「身についた」
の割合が非常に高い一方，「外国語の運用能力」「リーダーシップ
を発揮する力」が思わしくない結果であるが，後者の内「外国語の

運用能力」については入学時に全員ＴＯＥＩＣ®を受験させることで
学習の動機づけを行っている。

根
拠
資
料



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履修要項
等によってあらかじめ学生に明示している
こと。

◎（研究科）学位授与にあたり論文の審査
を行う場合にあっては，学位に求める水準
を満たす論文であるか否かを審査する基準
（学位論文審査基準）を，あらかじめ学生
に明示すること。
【約２００字】

　学部便覧に明記されているように，科目区分ごとの最低必要単位
数を満たしたうえで，総単位数124単位以上の修得を，卒業要件とし
ている。
　学生の修得単位数は「卒業判定教授会」において審査し，学位授
与者を決定している。農学科の食糧生産・環境コースにおいては卒
業論文が必須であり，「学習・教育目標達成度評価表」に基づい
て，学習・教育目標を修めたものがＪＡＢＥＥ認定コースの修了生
として認められる。

b ●学位授与にあたり，明確な責任体制のも
と，明文化された手続きに従って，学位を
授与しているか。
【約６００字】

　取りまとめた成績評価を卒業判定教授会で審査した後，学位授与
を決定している。

図
の
挿
入



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）
「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，求める
学生像や，修得しておくべき知識等の内
容・水準等を明らかにした学生の受け入れ
方針を，学部・研究科ごとに定めているこ
と。
◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等によっ
て，学生の受け入れ方針を，受験生を含む
社会一般に公表していること。
【約４００字】

①本学部では，求める学生像を「教育方法と教育目標」に学科ごと
に定めており，「入学志願者に定める高校等での学習への取り組
み」を明示した入学者受け入れ方針「農学部アドミッションポリ
シー」を定めている。

② 入学者の受入方針については，「入学試験要項」及び明治大学
ホームページにおいて公開し，受験生を含む社会全体に幅広く公表
している。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜の実施
方法は整合性が取れているか。（公正かつ
適切に入学者選抜を行っているか。
【約８００字】

　農学部では，入学者の受入方針に基づき，公平・公正・多様な募
集方法，受験機会の確保を目的として，各種入学試験を実施してい
る。
 一般入試として，「一般選抜入試」，「大学入試センター試験利用
入試」，「全学部統一入試」を実施している。
　特別入試として，全学科で「自己推薦特別入試」，「スポーツ特
別入試」，「外国人留学生入試」「UNHCRとの協定による入試」，食
料環境政策学科で「地域農業振興特別入試」を実施している。ま
た，推薦入試として，全学科で「付属校推薦入試」を実施してい
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎学部・学科における過去5年の入学定員
に対する入学者数比率の平均が1.00であ
る。
◎学部・学科における収容定員に対する在
籍学生数比率が1.00である。
◎学部・学科における編入学定員に対する
編入学生数比率が1.00である（学士課
程）。
【約２００字】

① 過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の学部平均は1.08
で，学科ごとの比率は，農学科1.04，農芸化学科1.13，生命科学科
1.05，食料環境政
策学科1.12である。

② 2017年度の収容定員は４学年で2,080名，在籍学生数は2,251名で
あり，収容定員に対する在籍学生数比率は1.08である。学科ごとの
比率は，農学科1.02，農芸化学科1.13，生命科学科1.04，食料環境
政策学科1.15である。

③ 2017年度に入学したの外国人留学生は，532人の新入生のうち11
名，2.1％である。

2017年度入学者の内，
入学定員に対する学生
数比率が，生命科学科
では0.88倍で食料環境
政策学科では，1.25倍
で，定員を下回った学
科と大きく超過した学
科とがあった。

入学試験の得点状況・
手続状況等を分析し，
その結果を次年度の合
格判定に活用する。

単年度の特異な傾向か
経年的な傾向かを今後
数年分のデータを分析
し，入試制度の改正に
活用する。

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

　現状では，定員超過率で問題のある学科は存在しない。上記の問
題が生じた場合は，次年度の合格者数を決定する拡大執行部会議や
入試委員会，教授会の際にその点を考慮の上で合格者数を調整する
ことで解決を図る。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげているか。
【４００字】

①「入学者の受入方針」（ＡＰ）は，次年度「入試要綱」を教授会
で審議する際に，合わせて見直しを行っている。 2016年度は３月３
日教授会にて確認し，本年度は見直しの必要はないとの結論になっ
た。

②及び③については，次年度入試の「実施要領」は，学部長の発議
により，各学科・一般教育で検討し，「入試委員会」（委員長は学
部長）での審議を経て，２月の教授会において決定する。

④2017年度入試では「スポーツ特別入試」において事前エントリー
制を導入した。また「外国人留学生入学試験」においては入学定員
について若干名を12名と定員化し，さらに出願資格としてＴＯＩＥ
Ｃ・ＴＯＥＦＬ・ＩＥＬＴＳを加えた。

⑤ 「明治大学における学びに関するアンケート」では，入学者の志
望度を調査しており，第三志望以下が36.5％，かつ志望学部・学科
への入学率が80.2％であり，不本意入学者が少なからずいる。
  生命科学科，食料環境政策学科では毎年度「新入生に対するアン
ケート調査」を実施しており，所属学生の志向や傾向を把握するよ
うに努めている。

「生命科学科では、学
科独自の「新入生に対
するアンケート調査」
を実施しており、新入
生の志望動機や大学へ
期待すること等を把握
し、生命科学入門等の
新入生向けの講義の内
容に活かすことで、そ
の後の学習意欲が高ま
り（全般的な出席率の
増加及び成績の向
上）、特別研究に取り
組む姿勢が改善され
た。

アンケートを実施する
ことで、入試に関する
情報も得られ、今後の
学習指導や教育計画に
役立てることができ
る。さらに、入試形態
ごとの在学生の成績追
跡も行なっており、こ
れは学生の受け入れ形
態が適切であったかを
定期的に検証すること
に役立つと思われる。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・目的，
入学者の傾向等の特性を踏まえながら定め
ているか。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約２００字】

① 修学支援方針は「農学部 2017年度教育・研究に関する年度計画
書」(2016年６月作成)（120頁）において定めている。

② 修学支援に関する毎年の活動内容の決定や事後的な点検は，各学
科・一般教育から選出された委員で構成する学習支援委員会で行っ
ている。本委員会には職員も参加し，活動内容の共有をしている。
また，学生部委員2名が大学全体の方針の下で学生生活全般を支援し
ている。

③ 修学支援の一環である修学指導について2016年度より基準単位を
引き上げることが学習支援委員会にて決定した。この基準は在学生
にも適用されるため教員には教授会で，学生へはOh-o!Meijiシステ
ム及び学部掲示板にて周知をおこなった。なお,  2016年度農学部便
覧では新基準での周知を行っている。

●方針に沿って，修学支援のための仕組み
や組織体制を整備し，適切に運用している
か。
　○留年者，休退学者の状況把握と対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

b 　本学部では学習支援委員会及び学級担任制度を利用し，修学指導
を行っている。修得単位数が不足している学生に対しては，学級担
任・学習支援委員による「修学指導」を行っており，教育方法のみ
ならず学生自身の生活習慣を含めた学習状況の把握と指導が可能で
ある。留年者や休退学者については，教授会での進級判定や学籍異
動の審議を通じて，教授会員に周知されている。休退学の理由は，
他大学入学と一身上の都合が主であり，そのほか病気や経済上の理
由もある。標準修業年限退学者は2014年度4.0％（24名），2015年度
3.7％（22名），2016年度2.8％（17名）であり，ほぼ横ばいであ
る。
　留年者については，毎年４月に留年者対象のガイダンスを実施
し，対象の学生には「学習計画書」を記入させ，それをもとに学習
支援委員や学級担任との面談を行い，指導している。また，一定の
修得単位数に達していない者に対しても留年者と同様の修学指導ガ
イダンスを実施し，学習意欲低下の兆候に配慮している。
　学科独自の取組みとしては，農学科では「学習・教育目標成度評
価表」でチューター（学級担任または研究室の指導教員）が学習状
況の確認を，農芸化学科では，１年次の必修科目の理解度の低かっ
た学生に対し「必修科目演習Ⅰ・Ⅱ」を設置し，基礎学力の向上に
向けた支援体制を整えている。また，農芸化学科，生命科学科で
は，学習意欲の低下がみられる学生の動向に気を配り，必要に応じ
て学級担任や学科長による面談を実施している。
食料環境政策学科ではアンケートの実施に加え，基礎ゼミを通じて
全新入生の大学生活へのスムーズな導入をチェックし，教員間で情
報共有をしている。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

　本学部には聴覚障がいのある学生が１名、2011年４月に入学し，
2015年３月に卒業した。その間の修学支援として，学習支援委員会
の管轄の下，公募による学生のノートテイカースタッフによる当該
学生のサポートとゼミ形式の授業での手話通訳の配置を行った。ま
た，大学の障がい学生支援チームとも連携して，ノートテイカー養
成講座を開催することで，スタッフの教育も行った。
 2016年４月に新たに聴覚障がいのある学生が１名入学したため，上
述の経験に基づく学生サポートを行っている。

明らかな障がいや自己
申告による障がいの他
に、本人も気が付かな
い学習障害（ＬＤ)や
注意欠陥多動性障害
(ＡＤＨＤ)の入学者が
近年増えている。この
ような学生に対応する
サポート体制を充実さ
せる必要がある。

学生相談室などと連携
を取り、学生の障害を
抱えている,または抱
えていそうな学生の把
握を行う。

修学支援制度につい
て，専門の支援員を配
置し、授業の準備や研
究作業，論文作成に関
するサポーター制度を
設けて支援体制を構
築,運用する。

　農芸化学科に在籍する留学生に対しては，大学院生の外国人留学
生特別指導チューターが学習支援のサポートを行っている。
　入学前教育として，特別入試合格者を対象に，英語通信添削や各
学科からの課題を課している。さらに，全学生を対象とした高校レ
ベルの理科の補習講座（フォローアップ講座）を４月に開催してお
り，理科を苦手とする学生が大学の授業にスムーズに対応できるよ
うにサポートしている。参加学生が提出したアンケートから，補習
講座の効果は高いと判断できる。

　通年の学生支援として「農学部学習支援室」を運営している。学
習支援室には，大学院生のＴＡが常駐し，学生個々人の学業に関す
る質問や相談に対応をしているほか，参考書や辞書・パソコンも設
置されており，自習室として利用することも可能である。2016年度
の学習支援室の利用者数は762人（2015年度877人）であった。

b



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。

a ●進路支援に関する方針を，理念・目的，
入学者の傾向等の特性を踏まえながら定め
ているか。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約２００字】

① 進路支援方針は「農学部 2017年度教育・研究に関する年度計画
書」(2016年６月作成)において，定めている。

② 各学科より２名ずつ選出された委員で構成する就職支援担当委員
会を設け，生田就職キャリア支援事務室と連携した進路支援を行っ
ている。また，生田キャンパスでの統一した就職支援体制を構築す
るため，理工学部就職指導委員会との合同委員会をを開催すること
ができるよう，委員会内規を制定した。

③ 就職支援担当委員会での決定事項等は，各学科の会議や教授会で
の委員会報告で周知され，教職員に共有されている。

◎学生の進路選択に関わるガイダンスを実
施するほか，キャリアセンター等の設置，
キャリア形成支援教育の実施等，組織的・
体系的な指導・助言に必要な体制を整備し
ていること。
【約４００字～８００字】

　農学部では，各学科２名の教員(就職支援委員)と生田就職キャリ
ア支援事務室が連携して，学生の就職支援のための体制を整備して
いる。学部独自の就職情報を提供することで，学生のニーズにより
適合した採用情報を増やすことに努めている。
  学科によっては所属学生全員を対象としたメーリングリストを作
成し，学科独自の就職情報や進学ガイダンス情報などを配信してい
る。
　大学院進学希望者に対しては大学院進学ガイダンスを実施してい
る。

農学部就職支援委員会
と就職支援事務室によ
る就職情報の配信によ
り、学生への情報提供
手段が増加した。ま
た、定期的に未内定者
を洗い出し、個別相談
や情報提供を行うこと
で、未内定者を手厚く
サポートする体制を整
えることで、学生の就
職率向上に貢献した。

メーリングリストによ
る情報の配信は一定の
効果を上げているもの
の、学年が進むにつれ
登録者数が減少すると
いった問題があるた
め、その原因を究明し
対策を講じる必要があ
る。学生の中には、E-
メール以外の手段で連
絡を取ることもあり
（LINE、Twitterな
ど）、それらのアプリ
での連絡手段について
も検討の余地がある。
また、災害時の安否確
認にも役立つので、
メーリングリストへの
参加者の増加は要検討
事項と思われる。

b



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

　学外の企業研修に参加するインターンシップを就職活動支援の一
環として実施しており，農学科・農芸化学科・食料環境政策学科で
は単位を認定している（農学科では専門実習という科目名で実
施）。実習後にはレポートの提出や報告会を実施し，受入れ機関の
企業等から提出される報告書と合わせて成績評価をしている。
受入れ機関としては全学部共通の機関（就職キャリア支援事務室主
催「全学版インターンシップ」等）を利用する他に，農学部独自で
協力や協定を締結している機関や，学生個人で受け入れ先を探す自
己開拓型インターンシップの受け入れ先等，多様な機関で実習を受
けることが可能となっている。2016年度は農学科14名，農芸化学科
４名，食料環境政策学科18名の学生が単位申請を行った。

「明治大学における学びに関するアンケート」問28及び29におい
て，進みたい方向を決めている割合，さらには行動をとっている割
合は，それぞれ53.2％，51.6％である。特に，「希望する進路に関
連する科目の履修」の割合が高いことから，各学科の専門領域を生
かした進路実現のための学習意欲が高いと考えられる。

b



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること。
【約４００字】

①本学部における自己点検・評価は，学部内に設置された農学部自
己点検・評価委員会によって行われている。同委員会は教務主任３
名のほか，各学科・一般教育から各２名ずつ選出された全13名で構
成されており，委員長は教務主任が務めている。

②メンバーには，入試やカリキュラム，卒業判定等の責任者である
教務主任の他，各学科・一般教育からの委員が参画することで，評
価結果を学部教育の改善に活かしやすい体制を構築している。

③2016年度は年２回開催し，「2015年度農学部自己点検・評価報告
書」を作成した。同報告書は，2016年６月16日及び10月13日開催の
教授会審議に付し，その後，全学の手続きを経て，明治大学ホーム
ページで公開している。

④自己点検・評価の後には，検討内容を次年度の計画に生かすべ
く，学部全体で対応している。また，その計画の実施についても，
ＦＤ委員会やカリキュラム委員会等の各種委員会で必要な検討を進
めるなかで行われ，実施に関する検証・評価作業は農学部自己点
検・評価委員会によって行われている。
さらに，中長期的な計画については2010年度後期から将来構想委員
会を設置し，長期的な学部のあり方について2014年３月に答申書を
学部長に提出した。こうした農学部におけるＰＤＣＡサイクルによ
る改善の実施を積極的に進めて行き，内部質保証をより確実なもの
として行く。

 （２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確にしてい
ること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価結
果を改善）を整備していること

①本学部の内部質保証の基本方針は，「教育・研究に関する長中期
計画書」(112頁)「10　内部質保証」において掲載している。

②学部内に執行部の一員である教務主任も含めた「自己点検・評価
委員会」を設置し，毎年，報告書を作成するとともに，その結果を
教授会にフィードバックすることにより，教育・研究の改善を図っ
ている。

a

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 農学部 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

●自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指摘
事項に対応していること

③2014年度報告書の主な評価結果は，「スチューデントレシオの改
善」「順次性のある授業科目の体系的配置」「国際的な教育交流の
充実」であった。これを受けて学部長が，「教育適正規模に基づく
教員配置」「ナンバリングの導入を想定したカリキュラムのスリム
化と体系化」「国際化プログラムの推進」の３点を，2016年度の年
度計画書に取り入れつつ，学部内の各専門委員会に，具体的な政策
立案を審議依頼した。特に「国際化プログラムの推進」について
は，必要な経費要求を行っており，プログラム充実のために米国の
大学と交流プログラム締結を交渉している。

④前回認証評価時の助言・指摘事項や自己点検・評価の全学評価委
員からの指摘事項に対しては，2012年度より第２期「改善アクショ
ンプラン」に基づいて常に見直しを行い，学部の改善に資するよ
う，運営している。また，農学部自己点検・評価委員会により，研
究・教育の質を高めているか定期的に精査し，問題点がある場合は
学部内各種委員会にフィードバックして改善に努めている。

●学外者の意見を取り入れていること 　農学科では農学科教員及び農学科校友，民間企業の経営者，農業
試験所に勤務する公務員等の５名から構成する「農学科教育評価委
員会」を設置し，外部委員による学習・教育目標やカリキュラム，
教育に対する社会の要求についての指摘を受け，それに基づいて，
教育改善を継続的に実施している。
　農学科の教育の質保証システムとして「ＪＡＢＥＥ（日本技術者
教育認定機構）」の認定を受けたカリキュラムを設けている。定期
試験の答案は返却するようにしており学生自身が採点の合理性につ
いて確認することができる。

a


